
（別紙4）　　　平成　　22　　年度

1自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】

事業所番号 4472300809

法人名 ひだまり荘∵株式会社

事業所名 ひだまり荘

所在地 大分県由布市庄内町高岡4 9 1番地

自己評価作成日 平成2 2年12 月0 2 日 騨価結果市町村受理日平成23年3月11日

置認諾…㌍禁禁慧霊憲票ヒ怨霊慧慧詔＝32。l
価

評価機関名 特定非営利活動法人第三者評価機構

所在地 大分市大字羽鳥21書1の2 12　チュリス古国府1F

訪問綱査日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（霊薬所記入）】
いつもと逢 う様子 にいち早く気づ ける様 に努 力しています 。

又 、利 用者 の 思いを間いた り、感 じたりしなが ら、利 用者 が今 求 め ている事 を提 供 できるよう努 力して
います 。

最 期記 憶 ができない方も、その 時 、その 一瞬 を楽しんでもらえるように 、楽 しみ ごとを毎 日企 画 して、
み んなで楽 しみ を共 有 しています。

月 に1－2回 、大 型 バスに乗 って外 出 し、社 会との つなが りをもち続 けています 。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
近 隣には のどかな田園地帯 が広 がり、四季折 々の風景をサンルームやテラスか らゆっくり眺め
られる建 物となっています。利用者 とご家族 の 「患 い」を大切 にし、職 員も一 日でも長くひだまり

荘 で暮 らして頂 きたいとの「患 い」の中で 日々 の体 調変 化を見逃 さない様に牡 員間 の気配 りを
徹底 しています。又 、医療との連携にも力を入れ ています 。社 会とのつなが りも大切にし近 隣
の 方々とは大型バ スでの外 出の際も協 力を得 ています。一人ひとりの残 存能 力を大切 にし少
しでも維持 して頂 けるように 日々の 楽しみ ごとを取 り入れ なが ら安 心して暮 らせ る支援 に取 り組
まれ ています。

Ⅴ．サ ービスの 成果 Iこ関す る項 日（アウトカム 項 目） ※項 目鵬．1・－55 で日頃 の取 り組み を自己 点検 したうえで、成果 について 自己評優 します

項　 目
取　 り　組 み　 の　 成　 果

l 該 当するものに0 印

6 3

職 長 は、家族 が 困っていること、不安 なこと、求

め ていることをよく聴 いており、信頼 関 係 ができ

ている
（参 考項 目 ：乳18．19）

1．ほ ぼ全 ての家 族と
0 2．家族 の 2／3 くらいと

3．家族 の 1／3 くらいと

4．ほ とん どできていない

6 4

通 いの場 や グループホー ムに馴 染み の 人 や地
域 の人 々が 訪 ねて来 ている

（参考 項 目 ：2，20）

1．ほ ぼ毎 日の ように

く〕 2．数 日に1回程 度
3．たまに

4．ほとん どない

6 5

運 営 推進 会 議 を通 して、地域 住 民や地 元の 関
係者 とのつなが りが 舷 がった り深 まり、事 業所

の理 解者 や 応撰 者 が増 えている
（参考 項 目 ：4）

1．大い に増 えている

○ 2．少 しずつ増 えてい る

3．あまり増 えていない
4．全くいない

66
職 員 は 、活 き活きと働 けている

（参考 項 目 ：11，12）

1．ほ ぼ全 ての 職 員が

○ 2．職 員の 2／3 くらいが
3．職 員の 1／8 くらいが

4．ほとんどいない

67

轍 員か ら見て、利用 者 はサー ビスにおお むね 満
足 してい ると患う

1．ほ ぼ全 ての 利 用者 が

○ 2．利用 者 の2 ／3 くらい が

3．利用 者 の 1／3 くらい が
4．ほとんどいない

68

職 員 か ら見て、利 用者 の家族 等 は サー ビスにお

お むね 満足 していると患う

1．ほ ぼ全 ての 家族 等 が

○ 2．ま 族 等 の2 ／3 くらい が
3．家 族 等の 1／3 くらい が

4．ほとんどできていない

項　 目
　 取 り 組 み の 成 果

l 該 当す るもの に○ 印

56

職員 は 、利 用者 の 思い や願 い、暮らし方 の意 向
を溝ん でい る

（参考 項 目：2 3，24，25）

1．ほぼ 全ての 利用 者 の

○ 2．利 用 者の 2 ／3 くらいの
3．利 用者 の 1／3 くらい の

4．ほとん ど摘ん でいない

57

利用者 と職員 が 、一緒 にゆった りと過 ごす場 面
が ある

（参考 項 目 ：18，38）

○ 1．毎 日ある

2．数 日に1 回程 度 ある

3．たまにある
4．ほとん どない

58
利 用者 は、一 人 ひ とりのペースで暮 らしている

（参 考 項 目 ：38）

1．ほぼ 全ての利 用 者が

○ 2．利 用者 の 2／3 くらいが
3．利 用者 の 1／3 くらいが

4．ほとん どいない

59

利 用者 は、職 員 が 支援す ることで生き生 きした

表 情 や姿 がみ られ ている

（参 考 項 目 ：38．37）

1．ほぼ全 ての利 用 者が

○ 2．利 用者 の 2／8 くらいが
3．利 用者 の 1／3 くらいが

4．ほ とん どいない

6 0

利 用者 は 、戸 外 の行 きたいところへ 出か けてい

る

（参 考項 目 ：49）

1．ほ ぼ全 ての利 用者 が

○ 2．利 用者 の2 ／3 くらいが
3．利 用者 の 1／3 くらいが

4．ほ とん どいない

6 1

利 用者 は 、健 康 管理 や 医療 面 、安 全面 で不安 な

く過 ごせ ている

（参 考項 目 ：30，31）

1．ほ ぼ全 ての利 用者 が

○ 2．利 用者 の2 ／3 くらいが
3．利用 者 の 1／3 くらいが

4．ほ とん どいない

6 2

利 用者 は 、その 時 々の状 況 や要 望 に応 じた柔
軟な支 援 により、安 心 して暮 らせ ている

（参 考項 目 ：28）

1．ほ ぼ全 ての 利 用者 が

○ 2．利用 者 の2 ／3 くらいが

3．利用 者 の 1／3 くらいが

4．ほとん どいない
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自 外

ロ

項 目
自己評価 　　　 外部評価

実践状況　　　 次のステップに向けて期待したい内容
己　 部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 実践　 況

基づくすく運 営　　　　　　　　　　 ．
義 軍 撃 観 葉 業 法

雷雲 慧 諾 豊 霊 謹 認 諾 認 諾 艦 諾 駕 豊 訪 誤 豊 ：う

す＿
くる地域に立地しているので 近隣の

1 （1） 0 理念

地域密
念をつ
実掛

の共有と実践

者型サービスの意義をふまえた事業所理
くり、管理者と職員は、その理念を共有して

こつなげている

開設当時の地域からの偏見の目は、弱くなった

様に感じています。理念にあるように、地域の中
で信頼され…が達成出来つつあるように感じま
す。認知症への理解が徐々に地域にも根付いて
きているのだと患います。

2 （2）○事

利用
よう、

兼所と地域とのつきあい

者が地域とつながりながら暮らし続けられる
事業所自体が地域の一員として日常的に交

いる

地域の行事に地域の方かb声をかけて頂いた

り、地域の方が地域で採れた野菜をくださったり
と、地域の方からの声かけが増えてきました。ま
た、その声にお応えして、ひだまり荘の行事に地
域の方も参加してもらい、良い関係が築けている
‾－ ● 1ます

自然の広カ
人の散歩ルートになっていて、散歩がてらホーム
に寄ってくれるような関係が出来上がっています。
またホーム側も、木の実等が豊作の地域住民の流して お宅に伺って、利用者と「梅ちぎり」「柿ちぎり」をさ

せてもらうなど 日常レベルの交流が盛んです。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症

の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

よっに感じてし 。

地域の老人会で認知症は脳の病気であり、
脳を使うことによって予防できる手や認知症

になった場合、否定や叱る事はしてはいけ
ない事、受け止め同じ目線で話し合う事が
必要と伝えている。 †　　　　　　　　 を

4 く3）0 運

運営
評価

いを行

ている

営推進会議を活かした取り組み

推進会譲では、利用者やサービスの実際、

への取り組み状況等について報告や話し合
い、そこでの意見をサービス向上に活かし

由布市や地域包括支援センター、地域住民

の方の参加を頂き、評価、取り組みの報告
を行い、意見交換を行い、サービスの向上

になる様取り組んでいる。

取立当初は、ホーム側が醍知症の啓発等情報

発信する場面が多かったようですが、地域との関
わりが深くなったため、ようやくホーム側と委員の
間で相互のやりとりをする埠になってきました。会
議に参加している地域住民の親が入居に至る
ケースもあり乱 た。 行政側が協力的であっても 担当者が代

5 （4）○市

市町
所の

伝え丈

町村との連携

村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
実情やケアサービスの取り組みを積極的に

如 ざら、協力関係を築くように取り組んでいる

運営推進会議を2ケ月に1回おこなってお

り、事業所の様子を伝え、市の担当者から
も情報を伺い、お互い協力できるような話し
合いをしている。

許 諾 慾 誓 濫 濫 豊 富憲 選

等の働きかけを行っています。 で、担当者の引き継ぎについて積極的に

　　取。組まれることが期待されます。

ーと 、ずl一拘束に該当する‾とを 家族が求

6 （5）○身

代表
る禁

してお
ケアl

体拘束をしないケアの実践

者および全ての職郎 汀介指定基準におけ

止 の対象となる具体的な行為」を正しく理解

、り、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない

こ取り組んでいる

簿の防止の徹底

者や職且は、高齢者虐待防止関連法につい
㌫機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
得が見過ごされることがないよう注意を払

l

身体拘束に関する研修を行っており、身体拘束

をしないケアを実践している。
玄関の施錠は夜間のみ防犯上行っているが、

昼間は施錠していない。
拘束をする状態にならない様、危険を予測し、
、 生活できるよ引コ心がけている

そつ 知b ＿ － し 、
める場合があるときは、拘束について説明し、協
力を得られるように努めています。また、鍵をかけ
ないことによって生じる緋個等のリスクに対して、
地域の危険ポイントを踏まえたr捜索ルートマッ
プ」を作成しています。

7 〇度

管理

て学．
の虐

安心して 一 つ－ 。

虐待に関する研修を行っており、目に見え

る虐待だけではなく、言葉の虐待やネグレ
クトがないように職員同士で注意している。

い、防止に努めてしる
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自 外
部

項　 目
自己評価 外部評価

√ ）のス丁ツ　にpけて　　 したい内
己

8
0 権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年

　　 I

入居時に個々の抱える家族の悩み（認知
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要 症、家族関係）を伺い、必要に応じて権利擁
性を関係者と話し合い、‾それらを活用できるよう

支援している

譲や成年後見制度の情報を提供しているふ

9 0 契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者

や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を

文書を口頭で説明を行い、納得した上で書

名押印して頂いている。分からない点も、そ

　ヽ　　ヽ

行い理解・納得を図っている の都度、説明を行っている。

10 （6）○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な 家族が面会時には、本人と面会した後に気
外出先やレクリエーソヨノ等は利用者間で出た意

向を取り込むように努めています。また、家族にも
利用者の様子がわかるように、担当者会議等で
上がった青堀を集約した手書きのメモを発送して

らぴに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営 になる点や相談事がないか家族に伺い、希

に反映させている 豊に沿えるように対応している。 います。本人らしさが出ていると家族からの評判

ヰト々 の上ろ下す

11 （7）○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する取員の意見や 毎日、申し送り時に代表者、管理者が参加

し、職員からの意見や捷案を聞き、良い方
向に進めるよう話あっている。

rすぐに実行」を合言葉に、役軌こ関わらずアイデ

アが出た時は、必ず試行することをモットーにして
捷秦を聞く機会を設け、反映させている います。住宅改善等のアイデアが出た時には、代

表卦 織員一組こなって作業を行っています。

12 ○就業環境の整備 実績や資格取得する事で、責任感を持って

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤

務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい

仕事が出来るようにしている。また、給与に

反映している。労働時間は、全員ほぼ同じ
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環 で、残業もほとんどなく退社出来るように環

境・条件の整備に　 めている 境を整えている。

13 0 職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会

の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

内外の研修に参加したり資格取得の為、勉

強し個々のスキルアップに努めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上 管理者は同業者と交流する機会を持ってお
代表者は、管理者や職員が同乗者と交流する機 り、悩みやアイデアを話し合っている。職員

会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問 同士の交流は、バレーボール大会で顔を合
等の活動を通じて、サービスの茸を向上させてい わせる程度で、相互訪問は人員の関係上

く取り組みをしている できていない。

2ページ GH　ひだまり荘



自 外
部

項 目
自己評価 外部評価

■　　　 丁、’　 一口己 実践状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ′
t ‾‾● と信 韓 に向けた関係 づくりリと支援

15
－ ■

○初期に築く本人との信頼関係

サ「ビネ牽導入す皐段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等た耳を傾けながら、本人の

安心を確保するための関係づくりに努めている

本人の悩みや不安を伺い、解決できる事は

解決し」利用者のストレスを最小限にしてか

ら、サービスを提供できるようにしている。

16 ○初期に築く家族等との信

サービスを導入する段階で

こと、不安なこと、要望等に
づくりに努めている

頼関係

や、家族等が困っている
耳を傾けながら、関係

家族の悩みや要望を伺い、家族の介護の

軽減ができ、利用者と家族の関係が円洲 こ

なるような働きかけをしている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ

の時」まず必要としている支援を見極め、他の

サービス利用も含めた対応に努めている

ほとんどの方が、出来る限り家で生活する

事を望まれている事を念頭におき、在宅で

対応できる場合は、担当ケアマネに相談す

る等の対応をしている。

18 0 本人と共に過ごし支えあ

職員は、本人を介護される

暮らしを共にする者同士の

う関係

一方の立瑞におかず、
関係を築いている

家族の様にお互い助け合いながら生活して

います。利用者から昔の知恵を教わったり、
礼儀作法を習ったりしています。頼られる喜

び、教える喜びを味わって頂いている。

19 0 本人を共に支えあう家族

職員は、家族を支援される

本人と家族の絆を大切に

えていく関係を築いている

との関係

一方の立場におかず、
しながら、共に本人を支

家族の関係を入居によって断ち切らないように、

貴族会を一年に2回開催し交流を持つ場を提供

している。また、遠方で会いに来られない家族の
為、近況報告の手紙と毎月新聞を作成し、利用
者の様子を知らせるようにしている。

モー　ま　 暮‾してきた地元へ帰ることが

20 （8）0 馴染みの人や場との関

本人がこれまで大切にして

所との関係が途切れない

係継続の支援

きた馴染みの人や場

よう、支援に努めている

月に1～2回の外出の際、利用者の崇の近くを

通り、地域の様子を見ていただいたり、行く手が
出来ない方は、‾手紙や電話をして、交流していま
す。また、苛す事が出来ない状態になった場合
も、職員が連絡を取り面会に来て頂いたり、絵葉
書を書いてもらったりと生きる勇気をやってもらえ

るような支援をしている。

　 し く くヽつ

利用者がこれ で b

できるように、地元から離れて暮らす家族に一時
戻ってもらえるように協力を促したり、知人と電癌

で話してもらえるよう調整を図ったりする取り組み
がなされています。また、面会に来てくれる人たち

には、利用者の変化について、認知症の専門家と
しての観点から啓発を行っています。

2 1 0 利用者同士の関係の支

利用者同士の関係を把握

せずに利用者同士が関わ

な支援に努めている

接

し、一人ひとりが孤立

り合い、支え合えるよう

組み

7 しても、これまでの関

ト要に応じて本人・家族
や支操に努めている

全員が仲が良いわけではあほ せんが、し

かのグループに分かれながらも、お互いが助け
合い、励まし合いながら生活しています。状態悪
化の為、ベッドに一人きりになってしまう方もい
らっしゃいますが、職員がまめに声かけにいって

います
22

○

何かあれ ば、いつでも協力する旨を契約終

了時に伝えています。その後も良い関係を
築けている方が多いです。（電話やはがき

で連絡をとったり、野菜を分けて下さったり）

○関係を断ち切らない取

サービス利用 （契約）が終

係性を大切にしながら、盛

の経過をフォローし、相談

・●
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自 外
己 部

項　 目
自己評価

外部評価

実践状況 実践状況 次のス丁ツ　にP

ll その人らしい暮らlしを続けるためのケアマネジメント
入居時と比べて、徐々に思いを伝えるのが難しく

なってきている利用者もいます。現在に至るまで
のきめの細かい支援によって、そうした人たちの
嗜好や行動パターン、表掛 仕草等を良く把握し
ている様子が見受けられます。

23 （9）○思いや意向

一人ひとりの息
に努めている。
ている

の把撞

いや暮らし方の希望、意向の把握
困難な場合は、本人本位に検討し

理念にもあるよっにr利用者を第－に考え行動す

る」を職員は念頭において動いています。話せる
方は希望を伺い、常識の範囲内で出来る事は提
供させていただいている。思いを伝えられない方
は、これまでの生活歴を参考にしたり、家族に相

対応している
24 ○これまでの

一人ひとりの生
境、これまでの
努めている

暮らしの把握

活歴や馴染みの暮らし方、生活頸
サービス利用の経過等の把握に

談し、 。

入居時に本人、家族から聞き取れる範囲内

で（プライバシーに配慮しつつ）伺っている。

25 ○暮らしの現

一人ひとりの－
力等の現状の

状の把境

目の過ごし方、心身状態、有する
把握に努めている

毎月アセスメントとモニタリングを行い、現

在の状況を職員全長が把握している。

26 （10）0 チームでつ

本人がより良く

について、本

い、それぞれ
に即した介護

○個別の記録

日々の様子や
個別記録に記
実践や介護計

くる介護計画とモニタリング

暮らすための課題とケアのあり方

人、家族、必要な関係者と話し合

の意見やアイディアを反映し、現状
＼

毎月担当者を決め、利用者の状態の観察

を行い原案を作成し、チームで検討しあい、
目様を決め、何をしなければならないか職
員全員が把握しながら、介護計画を作成し

ている

多様な視点かb気づきを得るために、担当者を固

定せず、交代制をとっています。利用者の小さな
変化を見逃さず、気付いた随員が直ぐに紀矧ニ
書き足すようにしています。それを基にしながら、
職員全点で介護計画を作成しています。

27
計画を作成してしる

と実践への反映

ケアの実践‘結果、気づきゃ工夫を
入し、職員間で情報を共有しながら
画の見直しに活かしている

○

申し送り簿で、こうしたら良くなる、こうしたら
効率的など、効率的に仕事がこなせ、利用
者にとって負担なく生活ができる事を共有し

ている。

28 〇一人ひとり

本人や家族の

に対応して、
な支援やサー

を支えるための事業所の多機能化

状況、その時々に生まれるニーズ
既存のサービスに捉われない、柔軟
ビスの多機能化に取り組んでいる

ほとんどのニーズには応えています。（例え
ば、不在の自宅の郵便物を取りに行った

り、簡単に清掃をしたり、遠い病院や散髪屋

への付き添い送迎、軋 、物、役所の手続き
等など）

4ページ
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自
己

外
部

項　 目
自己評価 外部評価

　　 実践状況

市役所、社会福祉協議会、包括支援セン

▲次のスチッ　に向けて期待したい内容

29 0 地域資源との協働

ヽ

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握 タ－、民生委員、区長さんや地域住民の

し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな 方々より、情報や楽しみごとを捷供して頂

暮らしを楽しむことができるよう支援している き、・安心して地域になじんだ生活を送れて

います。

30 （11）0 かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援して

いる

医師と患者との信頼関係を尊重してあげた

い思いと利用者のストレスの軽減の為、こ
れまで診てもらっていた医師に入居後も継
続して診察して頂いている。

本人、家族の希望する主治医となっており、

協力医の定期的な往診や、半年に1度の健
康診断も実施されています。又早期発見を
念頭に置き一人ひとりの些細な変化を見逃
さない様日々の体調確認を重視した支援が
行われています。

31 0 看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気 介護職は、ささいな変化に－早く気付き、看

づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え 護職へ相談し、手当をしたり、病院受診をし

て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を

受けられるように支援している

ている。

32 〇人退院時の医療機関との協働

利用者が入院した隙、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある

いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている∧

医療機関とは連携が取れており、情報の提

供をし合い、早期退院に努めている。拝神

的不安定で入院できない方は、通院により
治療ができるように支援している。

33 （12）0 重度化や終末期に向けた方針の共有と支援 入所時に終末期の話を行い、終末期に近づきそ

うな段階で家族に相談をしています。医療行為

終末期に向けて段階を追う毎に、本人、家族
重度化した場合や終末期のあり方について、早い の方との話し合いを密に持ち、本人、家族、

の思いを大切にした支嬢への取り組みが行
われています。また医療、職員間とも密に連

段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所 が出来ない事、急変時家族と連絡がとれない壌
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、合は生きる方向で基本は対応させてもらう事。
地域の関係者と共にチームで支嬢に取り組んで （事前に話し合いがもたれている場合は支持ど 決が取れ、共有した支援が出来るよう取り組

いる おりに対応する。）旨を伝えている。 まれています。

34 0 急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職 外部研修を行いA E D の使用方法を勉強し

鼻は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行 たり、落ち着いて初期対応ができるように訓

い、実践力を身に付けている 練している。

35 （13）0 災害対策 非常時の対応がどの職員もとれるように、 スプリンクラーも昨年設置し、特に夜間を想

定し、消火器置き場の確認、避難経路の訓
練に取り組まれています。又緊急時の食料

に関しても施毀のみではなく、地域の方にも
十分いきわたるほどの準備が整っています。

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず 訓練を行っている。非難時には、落ち着い

利用者が避難できる方法を全職員が身につける て行動できるようにしている。訓練は夜間を

とともに、地域との協力体制を築いている 想定し夜勤者のみで行っている。また、地

域の消防団とも連携を図っている。
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自 外
部

項　 目
自己評価 外部評価

次のスチッ　に向けて　　 したい内
己

†
を続 けるための日々の封

I

36
その

（14）
人らしい暮らしを続 けるための日々の支援

〇一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを

これまでの生活歴を参考に、丁寧な言葉か

プライバシ保護、権利擁護や拘束、について

の研修を行いながら、一人ひとりの呼び方や
損ねない青葉かけや対応をしている けをするように気をつけている。羞恥心や嫌

がる話題に注意しながら対応している。

トイレ誘導の際の声かけ等にr思い合う心」

を大切にした支援への取り組みが行われて

います。

37 0 利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

思いを伝えられない方には、いくつかの選

択肢を捷供し返事をするだけで、思いが伝
わるようにしています。

38 0 日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように

過ごしたいか、希望にそって支援している

一日のリズムに沿って生活する中で、気分の良く
ない時やしたくない時に無理にさせるような事は
行っていません。昼夜逆転にならない為にも、規
則正しいライフスタイル＋本人が希望する行動を
してもらい、一日を有意義に過ごしてもらえるよう
に支捷している

39 0 身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

　 ○

好きな色や好きな形（襟付きが好き等）、で
かける場所を考えておしゃれができるように

している。

40 （15）○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好

みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

－1割こ出来る方は行って頂き、出来ない方も見

る事で参加してもらい、準備から盛り付けまで自
分で出来た喜び、人に食べてもらう喜び、おいし
いと言ってもらった喜び等を感じてもらっている。
盛り付けの見た目も工夫し、楽しく会話をしなが

ら食事をして頂く。

目貫製の食材を利用して作る、食事や漬物

は、一人ひとりの能力が発揮出来る「壌」へ

の支援が行われており、又利用者の誕生日
には必ず好物をお出しみんなでお祝いをす
るなど、食欲が増し楽しく食事が出来る様に
取り組まれてます∧

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

水分量、食事量、好き嫌い、食事の形状、

使用する食器やスプーン等、一人ひとりに

合った対応をしている。

42 0 口腔内の清潔保持

ロの中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ

アをしている

毎食後、口腔ケアを行っている。

一人ひとりに合った介助を提供している。
できない所をサポートしている。
（声かけのみ、準備まで、全介助）
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自

己
外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 　 実践状況

「できる限りトイレで排軌 の取り組みに向け

一人ひとりの排泄チェック表をもとに「声か
け」をまめに行い少しでもパットやオムツの使

次のステップに向けて期待したい内容

43 （16）0 排泄の自立支援 捷カトイレで排泄が出来るように、排泄パターン
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり や水分摂取量をチェックし、徐々にパッドやオム
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで ツの使用頻度を減らせるよう、努力をしている。
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている 成功される方は1～2割で、残りの8割は維持す

る雷で精いっぱいなのが現状。
用頻度を減らせる様に職員全員で取り組ま

れています。

44 ○便秘の予防と対応 それぞれの体賞や一日のライフスタイルを考え、
便秘の原田や及ぼす影響を理解し、飲食物のエ 予防に取り組んでいる為、便秘の方はほとんど
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に いません。薬を飲まれている方もいらっしゃいま

取り組んでいる すが服薬の管理を行い、薬に頼らず自力での排

泄ができるように支援している。

45 （17）○入浴を楽しむことができる支援 熟削こ対応はしていますが、全員の希望を毎回 平等な対応を大切にしながら個々の希望に
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を きけません。（毎回1番風呂が良いと言われて

も、他の方も一計こ入りたいと遠慮して言えない
場合があるため、感染症が無い限り、利用者全
員を平等に対応しています。）入浴時間やお濠の
温度は、個 の々希望に合わせています。
全員13：00～一時間、居室で積になって頂いて
います。その効果か、日中ソファーで休む轟が
減ってきました。棟になる時間が必要な方もおら
れますが、ベッド上の生活のみにならない様、手

いすやソファーに座って頂き、地に足の着いた生
活を最後まで人間らしく捷供させて頂いていま
す。

合わせたお湯加減の取り組みや重度の方に

楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決 も対応できる様に機械（リフト）を放置しゆっく

めてしまわずに、個々にそった支援をしている りと入浴を楽しむ事の出来るように支援に取

り組まれています。

46 0 安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 0 服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
薬剤師より注意事項を伺い、気を付けて対

法や用量について理解しており、服薬の支援と症 応している。また、変化があった隙には、医

状の変化の確認に努めている 師、薬剤師に相談し対応している。

48 ○役割、楽しみごとの支援 若い頃にしていた仕事や性格、趣味を伺

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、－ い、得意な事を継続して行って頂いている。

人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、 （縫物、編み物、畑仕事、草むしり、掃除、

楽しみごと、気分転換等の支援をしている 炊事、絵を描く、本を読む、テレビを見る、手

紙を書く、コーヒーを飲む）

本人が希望される場合は、その日対応できれば
対応し、その日対応できなければ、後日関係者と

49 （18）0 日常的な外出支援 ドライブに出かけた際には、参加者のどなた

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か かの家の近隣を通るといった取り組みやドラ
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け 連絡をとり、希望がかなうよう働きかけている。 イブに参加出来なかった方にはrおみやげ」
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族 ひだまり荘では、定期的な外出の捷供をしてお を、又座位が長く保てない方には近隣の梅、

や地域の人々と協力しながら出かけられるように り、買い物やドライブ、梅ちぎり、柿ちぎり、地域 柿ちぎりの場を設ける等外出への取り組み

支援している のお祭り等に出かけています。 が積極的に行われています。
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自

己

50

外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

0 お金の所持や使うことの支援 一人300 0円程度、現金を持っています。自分で

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し

ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

管理し、買い物の際支払いは自力で行って頂い

ています。私達が助け船を出さず、レジの方に蘭
いたり会話をする事によって，社会とのつながり
を持ち続けて欲しいとの願いからこうしていま
す。
また、施設内に売店を設けており日常必要な物

は 販売している。

51 0 電話や手紙の支援 t 柘がしたい時は、電話をしています。

′

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙

のやり取りができるように支援をしている

プライバシーに配慮し、職員には聞かれたくない
内容もあると患うので、コードレスの受話券を渡
し、職員は別室へ移勤し内容を蘭かないようにし
ている。手洗やはがきの要望があった時には、
切手他必要な物の準儀をしている。

52 （19）0 居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな

いように配慮し、生活感や季節感を探り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

見通しが良い造りになっており、明るさも適

度であり、生活に必要なものは全て揃って
おり、適所に収納している。季節感は、どこ

からでも見渡せる広大な自然。田畑や山の
移り変わりを見ることによって季節を感じる
事も出来る。

テラスやサンルームかb 入る暖かい光で、お

気に入りの場所でゆったりとひなたぼっこが

出来るようにとその方に合うイスも用意され
ています。広い窓からは四季折々の自然が
感じられ、共有スペースもすっきりと整理され

ており、居心地良く暮らせる様に工夫されて
います。

53 0 共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の

工夫をしている

テラスやサンルーム、リビングのいつもの場

所で、和やかに過ごせています。

54 （20）0 居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か

して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして

いる

使い慣れた物を使用し、これまでの生活と

変わらずスムーズに生活ができるように家
族と相談し部屋作りをしている。

使い慣れた品々の持ち込みにより以前と変

わりなく居心地良く過ごせる様な部屋作り、

素敵な笑顔の写真や大切な家族の写真を飾
る事により安心して落ち着いた生活が送れ
るような部屋作りの支援に取り組まれていま
す。

55 〇一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり 「出来る辛」「分かる事」を維持継続させる

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ 為、私達がいるのだと思います。出来る機

と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活 能を維持して頂く為、何事も自分でやってみ

が送れるように工夫している て出来ない所をそれとなく職員が介助して

います。
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